
◎特定防衛調達に係る国庫債務負担行為により支出すべき年限に

関する特別措置法の一部を改正する法律 
（令和六年三月三〇日法律第七号）   

一、 提案理由（令和六年三月一二日・衆議院安全保障委員会） 

○木原国務大臣 ただいま議題となりました特定防衛調達に係る国庫債務負担行為によ

り支出すべき年限に関する特別措置法の一部を改正する法律案について、その提案理由

及び内容の概要を御説明いたします。 

 厳しい財政状況の下で防衛力の計画的な整備を行うため、平成二十七年四月に制定さ

れた特定防衛調達に係る国庫債務負担行為により支出すべき年限に関する特別措置法に

より、財政法の特別の措置として、特定防衛調達に係る国庫債務負担行為については、

支出すべき年限を十か年度以内とすることとしております。この法律は、特定防衛調達

に要する経費の縮減及び当該調達の安定的な実施に寄与するものでありますが、本年三

月三十一日限りでその効力を失うこととなっており、今後も効率的かつ着実に防衛力の

整備を実施していく必要があることから、法律の失効規定を削除する等の改正を行うも

のであります。 

 以上が、この法律案の提案理由であります。 

 次に、この法律案の内容について、その概要を御説明いたします。 

 第一に、法律の失効規定を削除することとしております。 

 第二に、特定防衛調達についての国の債務負担等に係る経過措置について定めた規定

も削除することとしております。 

 以上が、この法律案の提案理由及びその内容の概要でございます。 

 何とぞ、慎重御審議の上、速やかに御賛同あらんことをお願いいたします。 

二、衆議院安全保障委員長報告（令和六年三月一九日） 

○小泉進次郎君 ただいま議題となりました法律案につきまして、安全保障委員会にお

ける審査の経過及び結果を御報告申し上げます。 

 本案は、防衛力の計画的な整備を引き続き実施していくため、特定防衛調達に係る国

庫債務負担行為により支出すべき年限に関する特別措置法の失効規定等を削除するもの

であります。 

 本案は、十一日本委員会に付託され、十二日木原防衛大臣から趣旨の説明を聴取いた

しました。十五日、質疑を行い、討論、採決の結果、賛成多数をもって原案のとおり可

決すべきものと決しました。 

 以上、御報告申し上げます。 

三、参議院外交防衛委員長報告（令和六年三月二八日） 

○小野田紀美君 ただいま議題となりました両法律案につきまして、外交防衛委員会に

おける審査の経過と結果を御報告申し上げます。 

 まず、特定防衛調達特別措置法改正案は、特定防衛調達に係る国庫債務負担行為によ



り支出すべき年限に関する特別措置法の失効規定を削除する等の措置を講ずるものであ

ります。 

 委員会におきましては、法律を恒久化することの意義、調達価格算定の妥当性、長期

契約が防衛産業再編に及ぼす影響、財政硬直化への懸念等について質疑が行われました

が、詳細は会議録によって御承知願います。 

 質疑を終局し、討論に入りましたところ、日本共産党の山添委員より反対、沖縄の風

の伊波委員より反対する旨の意見がそれぞれ述べられました。 

 次いで、採決の結果、本法律案は多数をもって原案どおり可決すべきものと決定いた

しました。 

……………（略）…………… 

 以上、御報告申し上げます。 


